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大手電力７社電気料金値上げ決定による当社業績への影響について 
 

 

政府の関係閣僚会議において、大手電力７社の一般家庭向け電気料金の値上げ申請について、６月 1 日か

らの改定が正式決定されております。６月からの各電力事業者の電気料金値上げにより、当社販売支援サー

ビスエネルギー領域にポジティブな影響であることをお知らせいたします。 

 

記 

 

１．概要 

 当社は「社会的負債を、次世代の可能性に。」をパーパスに掲げ、社会課題に対して、テクノロジー×

リアルで解決していくことを目指し、人材採用、販促における成約支援事業を展開しております。販促支

援サービスでは 2022 年３月期第４四半期より、INE 社の子会社化を通じてエネルギー領域への参入を決定

しました。同社は、WEBマーケティングによるエンドユーザー集客と、インサイドセールスによる電力・ガ

ス成約支援サービスを運営し、2023 年３月期においては、エネルギー市場における外部環境が厳しいなか

で、当社事業は善戦し、電力成約件数で年間 16.7 万件の規模となり、当社グループ業績拡大に大きく寄与

しております。また、2023 年５月 12 日開示の通り、新たに電力成約件数年間 11.2 万規模で全国 1,000 以

上の不動産会社等を中心とした販売パートナー戦略によってユーザー集客を行い、インサイドセールスに

よる電力・ガスの成約支援で成長している企業である Five Line 社の子会社化を決定し、2024 年３月期第

２四半期より連結対象となります。Five  Line 子会社化により、INE 社とあわせて電力成約件数年間 30 万

件規模となり、国内最大規模※1 の電力成約支援事業者となります。 

 

 エネルギー市場の外部環境については、2023 年３月期は非常に厳しい状況で、電力事業者の新規顧客獲

得余力は低下し、成約単価も低下傾向、当社取引先事業者の中でも一時的に新規顧客獲得を停止される事

業者も出ておりました。 

 しかしながら、本日（５月 16 日）正式決定された６月からの各地域電力事業者の電気料金値上げによ

り、その他の電力事業者についても地域電力事業者の料金を基準に値上げをしていく動きとなります。各

社の料金値上げによりエンドユーザーへの適正な価格転嫁を通じて各電力事業者の事業収支が安定（黒字

化）してくることとなります。それにより、電力事業者の新規顧客獲得余力が改善し、新規獲得を一時的

に停止していた電力事業者の再開や、現在でも獲得を進めている電力事業者が獲得件数を更に増加させる

ためにマーケティングコストを投下し、１ユーザーあたりの獲得コスト（成約単価）を上げてくる動きに

なります。 

 

 既に電気料金値上げを踏まえ、新プラン導入にあたってのプランニングについて取引先電力事業者から

当社に相談をいただく事例や、料金改定後の条件交渉について当社取引先大手電力事業者含めて協議を開

始している状況となります。     

 

※1「国内最大規模」：当社調べによるものになります。 
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２．今後の見通し 

 ６月からの電気料金値上げ以降の影響となるため、当社業績に与える影響は今期第２四半期からポジテ

ィブな影響となることが見込まれます。 

 ５月 12 日に開示しております 2024 年３月期業績予想においては、電力成約件数の増加は織り込んでい

たものの、１ユーザーあたりの成約単価の回復（改善）については、計画数値に織り込んでいないため、

更にポジティブな影響となる可能性がございます。 

 また、ストック型収益化は、電気料金値上げによって１契約あたりの報酬フィーが増加していく可能性

が高く、この点においてもポジティブな影響となります。 

 2024 年３月期第２四半期より連結予定の Five Line 社子会社化による業績影響に加えて、本件による第

２四半期以降の上記ポジティブな影響による当社業績に与える影響が判明次第、速やかに公表いたしま

す。 

 

以上 

 


